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【研究内容】
✓ 先端光学顕微鏡と人工多能性幹細胞を用いた放射線被ばくに関する研究
✓ 放射線被ばくに対する造血幹細胞の機能維持とがん幹細胞の発生機構の研究
✓ 放射線医科学研究分野における先端光学イメージング技術の開発

マウスモデルを用いた
がん幹細胞の発生機構/治療法の開発

先端計測技術とiPS細胞技術を用いた
放射線被ばく影響の個人差の定量

光学計測技術の医学・産業応用
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